
 
 

一般社団法人 日本ユング派分析家協会（AJAJ）主催 

第 13 回 日本ユング心理学研究所 研修会（2025 年度）のご案内 

 

日 時 2026 年 3 月 8 日（日）12：00～16：45（受付 11：30～） 

会 場 京都リサーチパーク西地区４号館（京都市下京区中堂寺粟田町 93）／Zoom 

 

 

＜開催要領＞ 

1. 開催形式（ハイブリッド形式） 

・会場にご来場いただくオンサイト参加と、Zoom 視聴いただくオンライン参加を選択可能なハイブ

リッド形式での開催となります。 

・講師および事例発表者は原則オンサイト（会場）です。 

 

2. 定員  

会場 １５０名（定員に達し次第、受付締切）／オンライン 無制限 

 

3. 参加資格 

心理臨床の事例に関して守秘義務を負いうる、以下の条件のいずれかを満たす方 

① 日本ユング心理学研究所の登録会員・聴講生・候補生 

② 心理臨床の実践に職業として携わっている方 

③ 臨床心理学を専攻する大学院生 

 

 

― ご挨拶 ― 
 

13 回目を迎える AJAJ の研修会を今年度は京都にて開催させていただきます。今回の研修

会も引き続きハイブリッドでの開催となりますので、対面参加だけでなく、オンライン（Zoom）

参加も歓迎いたします。 

 今回の全体講演は、北口雄一先生に「『意識されていない』としての『無意識』」という演題で

お話いただけることになりました。北口先生は、チューリッヒ・ユング研究所で分析家資格を取

得し帰国後、長年にわたって開業分析家として活躍されており、ご存知の方も多いことと思いま

す。そのような先生から今回、こころに層構造があることを仮定する深層心理学において中心的

な「無意識」概念についてお話をうかがえるのは、貴重な機会かと思います。 

 この機会を逸することなく、多くの方々にご参集いただけるようこころから願っております。 
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4. 参加費 

①一般 6,600 円  ②登録会員 5,500 円  ③聴講生・候補生 4,400 円 

※②③は、それぞれ日本ユング心理学研究所の登録会員・聴講生・候補生、それ以外は①一般と 

なります（消費税込）。 

 

5. 研修内容 

（１） 全体講演  

時 間 12：00～13：30 （受付 11：30～） 

会 場 京都リサーチパーク西地区４号館２階・ルーム１ 

 

『「意識されていない」としての「無意識」』 

講師 北口 雄一（北口分析プラクシス） 

無意識（das Unbewusste）は、名詞として訳すしかないので実体である印象を与えがちですが、独語で

は「意識されていない（unbewusst）」という形容詞が抽象名詞化されたものですので、「意識されていな

い」と理解してみると腑に落ちることが多いです。誰しも、意識されていないことは他者に見るのが常で、

その他者に強く反発したり、逆にその他者に惹かれて関係の大きな問題に行きつくことも多いのは、われわ

れの人生の日常です。心理療法でも同様で（たとえば相性という言葉を用いて）クライエントと相性がよい

と感じ、実際にもよい面接過程が生じていても、その実、セラピスト自身の意識されていないことが相手に

現れていて、セラピストはそれに気づいていないことも、十分にありえます。今回は、二つの具体的な例を

挙げながら「意識されていない」についてテーマにしますので、日々の心理療法を頭に浮かべながら参加い

ただければと思います。 

 

（２） 分科会・基礎コース 

時 間 13：45～16：45 

以下の６グループ（分科会３・基礎コース３）に分かれて行います。 

 

25K1 【第１分科会】足立 正道（足立分析プラクシス）  

『事例にみる「元型的」表現』 

「元型」はその難解さゆえ、抽象的で日常から乖離した言葉として遠ざけられることもあれば、また逆に特

定の典型的なイメージに機械的に当てはめて終わりにされることもあろう。しかし学びを深める中で、クラ

イエントの語りや箱庭、夢や投影法検査などの一部の表現に事例全体を貫くほどの奥行を見出す構えが自然

と生まれてくるものである。当分科会では概念のポイントを確認しつつ実際の事例の中に息づく元型的表現

に触れてみたい。事例を募集します。 

 

25K2 【第２分科会】河合 俊雄（京都こころ研究所） 

『スクール・カウンセリングにおける虐待と夢』 

スクール・カウンセリングにおいては、不登校・いじめの問題が大きいが、様々なレベルの虐待を受けた生

徒に接することも多い。虐待体験をそもそもスクール・カウンセリングで扱えるのか、それがいつ語られる

ようになるか、またそれに関連して夢がどのような役割を演じるかについて、実際の事例から検討したいと

思います。（事例提供者：浅田裕子氏） 
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25K3 【第３分科会】田中 康裕（京都大学） 

『ユング派心理療法における描画の活用』 

ユング派心理療法では、夢や箱庭等のイメージ表現が用いられるが、描画もその一つである。バウムや風景

構成のテスト技法はもちろん、スクイグルもよく用いられる。これら描画は、心理療法のなかでどのように

導入され、いかに治療的に働いているのか（働きうるのか）について、岡田里子氏に事例発表をお願いし、

具体的に検討したい。（事例提供者：岡田里子氏） 

 

25K4 【基礎コース１】広木 芽枝（大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センター） 

『ユング心理学の視点から昔話を読む』 

ユングは、昔話には文化や時代を超えて共通するテーマやモチーフが見られることから、そこには普遍的無 

意識のありようが表わされていると考えました。そして、昔話を分析することで、心理臨床においても自分

や他者の心の動きを理解する手がかりを得ることができるとしました。このコースでは、ユング派のアプロ

ーチをふまえて、ともに昔話を読み、そこに描かれている心の様相について考えていきたいと思います。 

文献：河合隼雄『昔話の深層』（講談社プラスアルファ文庫） 

 

25K5 【基礎コース２】田熊 友紀子（代官山心理・分析オフィス） 

『ユング派心理療法のプロセス～河合隼雄『心理療法序説』から考える』 

本コースは、河合隼雄『心理療法序説』の第 8 章から第 10 章を中心にとりあげながら、ユング派心理療法

の過程がどのような流れで進んでいくのかを考えます。典型的な心理療法の流れというものがあるわけでは

ないですが、本書が一貫して追究している「心理療法とは何か」という本質に根差して実際的な見通しを 

持つことは、日々のわれわれの臨床実践に寄与することが多いと言えます。後半は受講者より夢やイメー 

ジの事例を検討します。初期と終期の２つの夢、または箱庭などのイメージを紹介してくださる方を募集し

ます。 

文献：河合隼雄『心理療法序説』（岩波現代文庫） 

 

25K6 【基礎コース３】吉川 眞理（学習院大学） 

『ユング派心理療法において何が起こるのか？』 

ユング派の心理療法において心理的治癒はどのような過程で生じるのかについて理解を深めます。心理的

治癒の前提条件について提示し、治癒過程を促進する要因について考察します。自我と自己、魂という観

点から象徴的表現や個性化についても言及します。 

文献：C・G・ユング『心理療法論』（みすず書房） 

 

 

6. 参加申込 

当協会 HP( http://www.ajaj.info/kenshukai.html )、もしくは右記 QR コー

ドの申込フォーム( https://forms.gle/1WR1Q4M378brPWWJ9 )よりお

申し込みください。お申込が完了しましたら、フォームにご入力頂いたメール

アドレス宛に自動返信メールが送信されます（Google Form より「AJAJ 第

13 回研修会 お申込みフォーム」というタイトルで届きます）。以上でお申込

完了となります。自動返信メールが届かない場合は AJAJ 研修会事務局( kenshu@ajaj.info )まで

お問い合わせください。原則、申込後のキャンセルは受け付けません。 

 

http://www.ajaj.info/kenshukai.html
https://forms.gle/1WR1Q4M378brPWWJ9
mailto:kenshu@ajaj.info
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申込締切日： ２０２６年１月２５日（日） 

※これ以降、フォームからお申し込みはできません。 

 

7. 事例提供ご希望の方（分科会１・基礎コース２のみ） 

お申込の際、「事例概要」欄に「事例提供希望・事例概要（100 字程度）」をお書き添えください。

発表可否につきましては、申込締切後に事務局よりご連絡いたします。発表者は原則オンサイトで

の参加となります。 

 

8. 参加費振込 

フォームよりお申込完了後、２０２６年２月１１日（水祝）までに参加費を下記口座へお振り込みく

ださい。事務局から請求に関する事前のご案内はございませんのでご注意ください。 

   

＜振込先＞三井住友銀行 京都支店 普通 ７９０８８４３ 

一般社団法人 日本ユング派分析家協会 

 

  ※お振込みは必ず本人名義でお願いします（異なる場合は事前にご連絡ください）。 

  ※参加費はご返金できませんのでご了承ください。 

 

9. 研修ポイント 

全体講演と分科会（基礎コース含む）の両方に参加された場合のみ、日本臨床心理士資格認定協会の

臨床心理士教育・研修規定別項第２条(4)により、一般参加２ポイント、事例発表者４ポイントの取

得となります。 

 

10. 研修証明書 

ご希望の方は、研修会開催後にメール( kenshu@ajaj.info )にてご依頼ください。 

ただし、全体講演と分科会（基礎コース含む）の両方に 8 割出席された方が対象です。 

 

11. Zoom 情報 

各分科会・基礎コースの会場および Zoom 情報につきましては、開催日３日前までにメールにて 

お知らせいたします。 

 

12. アクセス 

＜電車＞ 

JR 嵯峨野線（山陰線）２駅（約５分） 丹波口下車 西へ徒歩５分 

＜バス＞ 

京都市営バス 73、75、81、83 号系統（約 13 分）「京都リサーチパーク前」下車 徒歩 5 分 

京阪京都交通バス 21、21A、27 号系統（約 13 分）「京都リサーチパーク前」下車 徒歩 5 分 

 

mailto:kenshu@ajaj.info
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＜研修会関するお問合せ先＞ 

一般社団法人 日本ユング派分析家協会 AJAJ 研修会事務局 

〒604-8126   

京都市中京区高倉通蛸薬師下る貝屋町 558 澤田ビル 2 階 201 号 

E-mail：kenshu@ajaj.info（研修会専用アドレス） 


